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 日本地震学会は、地震発生から 40 日余り経過した７月 26 日から 27 日にかけて、宮城県栗原市

と岩手県一関市で住民を対象とした「住民地震セミナー」を開催した。栗原市で約 150 名、一関

市で約 120 名の参加があった。 

日本地震学会における阪神・淡路大震災の反省として、「学会は地震学の研究成果や現状を社会

に伝える努力が足りなかった。そのために、地震の科学と社会の間に行き違いが生じている。」と

いうものがあった。岩手・宮城内陸地震の被災地でも「宮城県沖地震については聞かされていた

が、なぜ内陸で起きたのか」「今後も同じような地震が起きるのか」といった不安な思いで被災者

が過ごしているとの声を耳にし、研究者が被災地住民に直接説明する形式のセミナーを初めて開

催することになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 住民地震セミナーを案内する作成チラシ 

 

（参考）日本地震学会ホームページ


